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研究成果の概要（和文）：これまでに約10本の学術論文、約40件の口頭およびポスター発表、3冊の分担執筆書
籍、1冊の報告パンフレットを発表することができた。「東アフリカにおける高齢者のケア」についての文献研
究を進めたほか、アフリカ人口学会（2019年）に参加し、アフリカ各地の研究者や実務者との意見交換を実現し
た。第7回アフリカ開発会議（TICAD 7）では公式サイドイベント「アフリカの人口高齢化を見据えて：高齢者ケ
アの「今」と、大陸を越えて共有すべきケアのあり方」を開催した。現地調査では、ケニアでの倫理審査および
調査許可取得を経て、コロナ禍による延期はあったものの高齢者のサーベイランスを実施できた。

研究成果の概要（英文）：We have been able to publish about 10 scientific papers, about 40 oral and 
poster presentations, 3 books with shared authorship, and 1 symposium report. In addition to 
advancing our literature review on "Care-network for the older persons in East Africa," we 
participated in the African Population Conference in Uganda (2019), where we could discuss with 
researchers and practitioners from across Sub-Saharan Africa. At the 7th Tokyo International 
Conference for African Development (TICAD 7), we organized an official side event "Towards 
Population Ageing in Africa: Current Approach to Elderly Care, and Lessons to be Shared Across 
Continents". In the field survey, we were able to conduct surveillance and interview research among 
the older persons in Kwale County after a two-year delay caused by COVID.

研究分野： 社会人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の出発点は、サブサハラアフリカにおける人口高齢化を見据えて社会的保護を組みこんだ社会設計のため
に、高齢者のケアをめぐる見取り図を「近親者による生活の世話」に留めず、公的扶助や民間領域までを含めた
ケア空間として捉え直す点にあった。このような、いわばマクロからミクロまでを包括した社会構造のなかで高
齢者を考察する観点について、学術的領域とくにアフリカ研究や国際保健領域において発信を継続してきた。
2022年に実現したケニア農村部における5,000人を対象としたサーベイランスはコロナ禍による遅れもありデー
タ分析の途上にあるが、今後の政策課題の検討に大きく寄与することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 アフリカの諸国家ならびに地域社会は、21 世紀に入ってから社会全般にわたる変化を経験し
ている。人口の急激な増加、都市への人口集中、国家による介入度合いの強化、情報通信インフ
ラの整備など、グローバル化によるモダニティの浸透と定着が著しく進んだといえよう。これら
の変化のなかで、本研究課題が取り組むのはすでに始まりつつあるアフリカの人口高齢化であ
る。人口高齢化は国家レベルにおいては社会保障と医療と福祉を強化させた新たな社会設計と
いう課題を突きつけ、地域やコミュニティのレベルでは労働、生業、生産、家族、世帯といった
あらゆるローカルシステムの再構築を迫る課題となる。こうした変化の最中において、人類学が
民族誌記述によって取り組んできた定常的な社会モデルは適用しがたくなりつつある。 
 サブサハラアフリカにおける人口は 1990 年以降ほぼ 2 倍に増加し、2015 年時点での総人口は
10 億人に達している。この人口増加の理由のひとつは疫学転換と健康状況の改善による生存率
の上昇である。これに伴い、かつて 40 歳代にすぎなかった平均寿命は、2050 年には 70 歳代、
2100 年には 80 歳代に達すると予測されている。他方で、近年では都市部を中心に出生率の低下
傾向が見られ、今世紀後半以降には高齢者の人口比率が上昇することが確実視されている。こう
した諸傾向が示唆するのは、現在の多産少死状況で生まれた大規模な人口が高齢者となって高
い人口比率を占める時代、すなわち少子高齢化時代の到来である。 
 こうした未来を見据え、2010 年代以降、アフリカにおける人口高齢化への対応が多く議論さ
れるようになった。アフリカ連合（AU）は 2016 年に「高齢者の人権のための憲章」を採択し、
各国の批准を待っている状況にある。国際老年学・老年医学会は 2016 年 12 月に第 2 回となる
アフリカ地域会議をナイロビで開催し、各国政府や NGO の議論を通して長期介護（LTC）、年金
制度の拡充、非感染症時代のヘルスシステム構築などの重要議題について制度設計を急ぐ方向
性を確認した。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) 21 世紀後半のアフリカの姿を見据えた、社会システムの未来を予測する研究であること。

高齢化を都市化や人口の流動化、健康転換の進展の延長線上に位置する現象として捉え、
いわゆる先進国の知見の応用可能性をも視野に入れている点で特色がある。 

(2) 人類学、地理学、国際保健学、看護学、医療経済学、人口学の協働作業によって遂行される
分野横断的な取り組みであること。これにより福祉と保健の実務に耐えうる情報を提供し
ようとするところに特色がある。 

(3) 国際保健調査を土台として、ケニアのクワレにおいて実施されている人口動態サーベイ
（HDSS）のプラットフォームを活用した、民族誌的調査と組み合わせる混合研究法（mixed 
method）を採用する。 

 
 
３．研究の方法 
 
 本研究課題では、(1)文献レビューによる最新の研究動向の把握、(2)政策担当者とのキーイン
フォーマントインタビューによる福祉政策の動向把握、(3)民族誌的手法による高齢者の生活と
ケア空間の重層性のミクロ記述、(4)人口動態サーベイ（HDSS）データの活用による混合研究法
を用いた生活調査の 4 つを調査活動の柱とする。 
 調査方法(4)では、1 地点につき 3〜4 名の研究者が担当し、DSS データの解析、質問票の再検
討、質問事項の追加によるケア空間の分析を進めるほか、質的なインデプスインタビューを並行
して行う。さらには居住、生産活動、医療施設などの地理的な空間分析を重ねることで、家族ケ
アとコミュニティ・ケアの空間的把握にも試験的に取り組む。 
 
４．研究成果 
 
(1) 2018 年度 
 

2018（平成 30）年度の主たる活動は、(1)国内研究会の開催、(2)ケニア・クワレ県における調
査の準備、(3)人類学的フィールドワークの実施、(4)国内および国外の学会・研究会への参加お
よび開催の 4 点にまとめられる。 
 プロジェクトの研究会合は 3 回開催された。2018 年 7 月 6 日（首都大学東京秋葉原サテライ
ト）の会合では、今後 4 年間のスケジュールと分担者各自の実施計画を確認した。12 月 3 日に
国立社会保障・人口問題研究所で開催した研究会では、ケニアの調査を担当するチームが集まり、



倫理申請と調査許可取得に関する打ち合わせを行ったほか、ケニアで取得したセンサスデータ
の検討を行った。2019 年 3 月 15-16 日（長崎大学坂本キャンパス）の研究会では、本年度の進捗
を確認するとともに、2019 年 8 月の TICAD でのサイドイベントの企画実施に向けた協議を行っ
た。 
 本年度の現地調査はケニアで進められた。分担者の波佐間は、ケニア北西部の牧畜民集落にお
ける高齢者生活調査の予備調査を実施した。クワレ班の増田・宮地・山本・林・野口の 5 名は調
査地の確認を行うとともに、現地の HDSS スタッフと調査の進め方を協議した。ほかに、増田は
短期間タンザニアのザンジバルと、モーリシャスを訪問し、調査の実施可能性について情報収集
を行った。 
 プロジェクトの研究会のほか、多文化医療研究会（5 月）、日本アフリカ学会（5 月）、日本文
化人類学会（6 月）、日本公民館学会（7 月）などにおいて口頭発表を行うとともに、日本国際保
健医療学会東日本会（7 月）においてはグローバルエイジングを特集したシンポジウムに協力し、
同学会学術大会（12 月）においては人口高齢化に関する自由集会の開催に協力した。 
 
 
(2) 2019 年度 
 
 2019（令和 1）年度は年度当初の計画のうち、TICAD 公式サイドイベントの開催と国内・国際
学会での研究発表に注力した。当初計画のなかでケニアおよびエチオピアにおける調査許可の
取得については、年度末に発生した新型コロナウィルスによるパンデミックの影響により渡航
が不可能になったこと、および、現地研究機関が業務を停止していることにより、手続き等を進
めることができなかった。 
 第 7 回アフリカ開発会議（TICAD VII、2019 年 8 月に横浜で開催）では、公式サイドイベント
「アフリカの人口高齢化：高齢者ケアへの最新のアプローチと大陸を超えた学びの共有」を開催
し、セネガル、ケニア、インドネシアから招へいした専門家と本プロジェクト代表者による講演
を行った。本イベントは、科研プロジェクトを主催とし、高齢化を取り上げた集会としては
TICAD では初の試みとなった。その後、イベントの成果を英文報告書としてまとめ、プロジェ
クトが新たに立ち上げたウェブサイト Global Ageing Study Group（http://global-ageing.org/）にて
ウェブ公開された。 
 学会活動としては、2019 年 5 月に京都で開催された日本アフリカ学会学術大会において、ケ
ニアで進めている現地調査の予備的成果を発表した（優秀ポスター賞を受賞）。また、日本国際
保健医療学会において自由集会「グローバルエイジングへの国境なき挑戦」を開催し、国際保健
領域への成果還元に努めた。 
 国際学会では、2019 年 9 月にスペインのタラゴナで開催された国際学会「高齢者と従属者の
ためのケア：ジェンダー平等と社会的正義」に増田と宮地が出席し、ケニアにおける調査結果を
発表した。また 11 月にはメンバーのうち増田と林が第 8 回アフリカ人口会議に参加し、林が 2
件の研究発表を行った。 
 
(3) 2020 年度 
 

2020（令和 2）。年度の当初計画のうち、現地調査は実施できなかった。これは新型コロナウ
ィルス感染症の感染拡大により派遣国（日本）側および派遣先相手国側双方で渡航制限がかけら
れたことによる。また対面での研究会開催が見送られたことで、数回にわたって国内でのオンラ
インの打ち合わせを実施した。進捗があったのは以下の 7 項目である。 
① ケニア医学研究所（KEMRI）における研究許可申請：長崎大学にて特任研究員を雇用し、

現地調査の実施にむけて KEMRI において研究倫理審査の申請作業を実施した。 
② 日本アフリカ学会第 57 回学術大会公開シンポジウム（オンライン）において増田がエイジ

ング研究について講演を行った。 
③ 日本国際保健医療学会学生部会（jaih-s）のオンラインセミナー「アフリカ地域の人口転換

と公的福祉サービス」において増田が講演を行った 
④ グローバルヘルス合同大会（オンライン）のシンポジウム「世界とつながる持続可能な高齢

化対策」において増田が講演を行った。 
⑤ グローバルヘルス合同大会においてケニアの人口動態と高齢者の生活状況に関して研究発

表を行った（筆頭著者：吉野龍史、分担著者：増田研、金子聡、佐藤美穂）。 
⑥ 日本人口学会フォーラムにおいて増田と林が報告を行った。 
⑦ オンラインでの研究会を実施し、ケニア倫理申請書の作成準備、およびアフリカ高齢者政

策の勉強会を開催した。また 2021 年 3 月にはセネガル保健省のムーサ・ジャハテ博士を講
師に招き、セネガルにおける高齢化状況ならびに高齢者政策に関するオンライン講演会を
開催した。 

 
(4) 2021 年度-2022 年度 
 

2021（令和 3）年度は、新型コロナウィルス感染症の世界的感染拡大が終息しないため、調査



のための海外渡航は実現しなかった。進捗としては以下の 3 点が挙げられる。日本国際保健医療
学会においてシンポジウム「コロナ禍のアジア・アフリカにおける高齢者の生存：地域社会と保
健システムを模索する」を開催し、本研究班より増田、宮地、堀井、林、吉野（研究協力者）が
登壇した。また、ケニアにおける研究倫理審査を完了し、調査許可を取得した。 
  
 当初計画に則り、文献調査およびセンサスデータの収集によって東アフリカの高齢者に関す
る情報収集および研究成果の発表は可能であったが、当初企図していた現地調査のうちエチオ
ピアでの実施は見送り、ケニア（クワレ県）でのみ実施することに方針を変更した。 
 本プロジェクトの特色は量的手法と質的手法を組み合わせた混合研究法アプローチを採るこ
とにある。そのため渡航が可能となった 2022 年度には分担者のうち堀井と宮地がクワレに滞在
して高齢者への質的なインタビューを実施したほか、増田と宮本が量的サーベイおよび地理状
況確認のため現地に滞在した。なお、各担当者は以下の時期に現地調査を実施した。 
 
 堀井聡子：2022 年 5 月 
 宮地歌織：2022 年 5 月、2023 年 2 月 
 宮本真二：2022 年 10 月 
 増田研：2022 年 9-10 月 
 
 なお、このほかに研究協力者の吉野龍史が 2022 年 10 月に短期間現地滞在して高齢者の身体
機能に関する予備的調査を行ったほか、サーベイランス実施のため特任研究員が 9 月から 12 月
までの期間現地に滞在した。 
 
(5) クワレにおけるサーベイランスの概要 
 
 本研究はコロナ禍による 2 年あまりの遅延により、現地調査によって得られたデータの分析
と公表が完了していない。そのため、ここではクワレで実施した高齢者サーベイランスの概要を
記録する。 
 
① サンプリング 

 
長崎大学とケニア医学研究所

（KEMRI）が共同で実施する人
口動態サーベイ（HDSS）よりデ
ータの提供を受け、高齢者およ
び高齢者予備群にあたる 40 歳
以上の住人を抽出した。その数
は約 10,000 人であり、そこから
ランダムサンプリングにより
5,000 人の調査対象者を選び出
した。対象地域の人口は約
60,000 人であり、それが 12 のコ
ミュニティーユニット（CU）に
分布していた。左図はサーベイ
実施にあたり作成したマップで
あり、サンプリングされた対象
者の分布を示している。 

 
 なお、対象地における平均的な高齢化率（60 歳以上人口比率）は概ね 5-6%であったが、
CU によっては 8%台に上るところもあり、とくに都市部から離れた遠隔地の農村において
高齢者が進みつつあることが示唆される。 
 

② 実施体制 
 
 実施責任者を増田とし、武田七重（特任研究員）と現地人スタッフの 2 名をコーディネー
ターとするサーベイランスチームを結成した。データコレクターとして 12 名を雇用し、そ
のうち 2 名をマネージャーに任命した。データコレクターが世帯訪問をするにあたっては各
地にいるコミュニティーヘルスボランティア（CHV）の協力を仰いた。 
 サーベイにあたって、過去に実施され公開されているいくつかの調査票を比較検討したう
えで本研究のための新しいクエスチョネアを作成した。この質問票は研究協力者の吉野龍史



によってオープンデータキット（ODK）サーバーに移植され、データコレクターはスマート
フォンを用いて聞き取りを実施した。 
 得られたデータはプロジェクトのために用意された ODK サーバーに蓄積された。 
 

③ 実施の結果 
 
サンプリングされた 5,000 人の対象者のうち、「不在」「転居」「死亡」「不同意」などの理

由でデータを得られなかったケースがあったが、全体では 4,700 人への聞き取りを行うこと
ができた（回収率 95%）。 
データの分析が完了していないため、その内容についてはまだ公開できる段階にない。今

後はこのデータの解析を進めること、および、質的インタビューデータとの突き合わせによ
って本研究の課題である「ケア空間」についての議論を進めることが必要である。 
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